
































































, llj傑主TiL^ 旨1.ナ〔との岩綿か ら骨炎される,ややまとま
ったIL.Htが,/Uf;/仙南斜机 /ト輔ホ ト流 邪に分布してお
L〕 J十JTH三作JL2F｣練のtlJ]LTnLの連続式頑でよく観察さ
れJ:,.LI;Jtミr,-ゴlIiに分布す るの.'i,堆積才;-抑 ホル ンフユル
22 木 f/り 弘 /ラ:
ス･杉LJ(:1965,1966)uJ分鮒 こよる人脚両 E服 .･
花岡岩 ･C2h)IJJよひ中粒.LI罠,1出 花附 :LLJ｣【Lj,1961
によるG2h)であり･当岩休は,これ らの今てを賢人し
ている･Fig 1に,岩脚 荷辺o)ルー トマ ップを示す.
3-1. ホルンフェルス
岩のlfj礎を多芯に(?J･机榊 】には (Pl.1日 摘 1｡url
以 卜0)､や ､両 ;-lil肺 P,を して閏理方伸 二配列す 封 は
揖集侶 木の朗 如項 数にFl-:しており,裾 石鞘 大変 一舶 )
仮像をとるものと酢 iされるが椛証はない.硬岩触れ レ
ンフフルスでは,韓FI角鎌のFE]Hを黒雲fl]をTlとし.繕0.1
mm FlITl毛のざくろf偶 状変,A旭)散点す ろJIti質葦が収yjい
てい.ニ_
Figl1木路斜 二流部の郁 咽 およひル- トマップ. PNG :机柑人柳 川 岩
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この ようlj:十l主桁は,山川 らによE)G2hとされてい る
花に吊';千二flL/T)一部プ川iに特徴臼/,]なものである.特に, この















人形峠～上汁原附近 (人形峠花Fi.j岩の模式雌 1 のもの
と全 く類似 した岩相を示す (Pl.2). Tliわ ら,構F_･Ekl印.
物が全般的に著 しぐ机粒で .特に人nzuc7)(銅 r色 力 THilT,
球形に近い大粒の石英,柱i-J∴ 吊f,の矧にj7-なとでキHiu
づけられる閑雲化rL､浮;-で,人小 のLlmJlノ肘′相磯fHっよ1JL,
細粒の矧'^q右･黒空矧 だi;-休の′朋 文を多子7㌢に .′HJゝ.
3-3.中粒黒雲母花謁宕
この侶 √,j岩は,山Lil(196日 に上り,人)釧 lH汗;-
MS141 て).C_
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Flg 9, 人剛 'LLl了と｢硝 黒-'HH .帯 と/I-関係.
24 ･]'1. 次
′
Fig.4 :t毅郎 ;叫 ･＼ 人脚 吊EF購 い 巾粒JTl'i;'f描 ･iJ,昭 の周係 gr･1 文教況岩
す '
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まれノ∴ 多鼓の泉かJ以 〔が仕成 しているが,黒雲母の仮像
をf取二さ:することはできなか った,
用 言7滴 LF,-1の主要部は,An40- 30%位の累葦を示
し.外線の0.02-0.04Inm の範粥で急激に曹長石質
にな/:'.この野良石外縁部には後述する基質部に於ける
と甜 菜,一般の ミルメカイ トとは形態を異にする,石英
とJJ.1'iきJrZ.l】が粍達する.f･Tjl現 J-は,大きさ不揃いのn形柱
;L恨ト【1㌔として散点 し,や ゝ概色味の強いものがあるが,
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28 本 間 弘 次
図 版 説 明
顕微鏡写真の倍率は全て等しく,横幅一杯が1mmである.
1.泥質岩源ホルンフェルス
2. 人形峠花尚岩
3.中粒黒雲母花樹岩
4.石英閃緑岩相,MS144
5.石英閃緑粉岩相,MS142(4)
6.鉛山石英閃緑岩体に発達する石英と斜長石の文象様連晶,三朝町鉛山
7.同 上
8､粗粒文象斑岩相,MS81
9.粗粒文象斑岩相,MS83(2)
10,微粒文象斑岩相,MS82(2)
ll.同 上
12.多量の捕獲岩片,結晶片を含む微粒文象斑岩相,MS142(3)
13.角藤貫入岩相,MS83(1)
14.角礁貫入岩柏,MS83(2)
15,人形峠南西岩体の角穣貫入岩相と微粒文象斑岩柏
16.泉山化東斜面に於ける安山岩と粗粒黒雲母花樹岩の接触部.右は変安山岩の混成岩相.左は花尚岩の細粒相




